
共同獣医学部共同獣医学科　カリキュラムマップ
DP3

自律・共働するちからと物事を形
にする力

DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP2-3 DP2-4 DP3

必
　
修

選
　
択

自
　
由

1 文化の継承と創造1 1 1 ◎ ○ ○

2 文化の継承と創造2 1 1 ◎ ○ ○

3 哲学 1 1 ◎ ○ ○

4 歴史学 1 1 ◎ ○ ○

5 社会学 1 1 ◎ ○ ○

6 経済と法1 1 1 ◎ ○ ○

7 経済と法2 1 1 ◎ ○ ○

8 経済と法3 1 1 ◎ ○ ○

9 人間の発達と育成1 1 1 ◎ ○ ○

10 人間の発達と育成2 1 1 ◎ ○ ○

11 自然科学1 1 1 ○ ○ ○

12 自然科学2 1 1 ○ ○ ○

13 知的財産入門 1 1 ○ ○ ○

14 環境と人間 1 1 ○ ○ ○

15 食と生命 1 1 ○ ○ ○

16 データサイエンス数学 1 1 ○ ○

17 データサイエンス技術演習 2 2 ○ ○

18 山口と世界 1 1 ◎ ○ ○

19 知の広場 1 1 ◎ ○ ○

20 スポーツ運動実習 2 1 ○ ○ ○

21 社会と医療 1 1 ○ ○ ○

22 生命倫理学 1 1 ◎

23 コミュニケーション論 1 1 ◎

24 データ科学と社会Ⅰ 1 1 ○

25 データ科学と社会Ⅱ 1 1 ○

26 英語Ⅰ 1 4 ◎ ○

27 英語Ⅱ 2 4 ◎ ○

28 1 2 ○

29 1 1 ○

30 1 1 ○

31 1 1 ◎

32 2 1 ○ ◎ ◎ ◎ ◎

33 1 1 ○ ○ ○

34 3 1 ◎

35 2 1 ◎

36 1 1 ○

37 獣医学概論Ａ 1 1 ◎

38 獣医学概論Ｂ 1 1 ◎

39 獣医キャリア形成論 3 2 ○

40 4 1 ◎

41 3 1 ◎

42 3 1 ◎

43 獣医解剖学Ａ 1 1 ○ ○

44 獣医解剖学Ｂ 1 1 ◎ ◎

45 獣医解剖学Ｃ 2 1 ○ ○

46 獣医解剖学Ｄ 2 1 ◎ ◎

47 獣医組織学Ａ 1 1 ○ ○

48 獣医組織学Ｂ 2 1 ◎ ◎

49 獣医組織学Ｃ 2 1 ○ ○

50 獣医生理学Ａ 2 2 ◎ ◎

51 獣医生理学Ｂ 2 2 ◎ ◎

52 生化学Ⅰ 1 2 ○ ○

53 生化学Ⅱ 2 2 ◎ ◎

54 動物遺伝学 2 2 ◎ ◎

55 動物行動学 1 2 ◎ ◎

56 獣医発生学 2 2 ◎ ○

57 獣医薬理学Ａ 2 1 ○ ○

58 獣医薬理学Ｂ 2 1 ◎ ◎

59 獣医薬理学Ｃ 3 1 ○ ○

60 獣医薬理学Ｄ 3 1 ◎ ◎

61 免疫学Ⅰ 2 1 ◎ ◎

62 免疫学Ⅱ 2 1 ○ ○

63 実験動物学Ａ 3 1 ◎ ◎

64 実験動物学Ｂ 3 1 ◎ ○

65 獣医解剖学実習Ａ 2 1 ○ ○

66 獣医解剖学実習Ｂ 2 1 ○ ○

67 獣医組織学実習Ａ 2 1 ○ ○

68 獣医組織学実習Ｂ 2 1 ◎ ◎

69 獣医生理学実習 2 1 ○ ○

70 生化学実習 2 1 ◎ ○

71 実験動物機能学実習 3 1 ◎ ○

72 獣医微生物学Ⅰ 2 2 ○ ○ ○

73 獣医微生物学ⅡＡ 2 2 ○ ○ ○

74 獣医微生物学ⅡＢ 3 2 ○ ○ ○

75 獣医病理学Ａ 2 2 ○ ○ ○

76 獣医病理学Ｂ 2 2 ◎ ◎

77 獣医病理学Ｃ 3 2 ◎ ◎

78 獣医病理学Ｄ 3 2 ○ ○ ○

79 家禽疾病学 4 2 ◎ ◎

80 魚病学 4 2 ○ ○ ○

81 毒性学Ａ 3 1 ○ ○ ○

82 毒性学Ｂ 3 1 ◎ ◎

83 動物衛生学 3 2 ○ ○ ○

84 動物感染症学Ａ 4 2 ○ ○ ○

85 動物感染症学Ｂ 4 2 ○ ○ ○

86 寄生虫学Ⅰ 2 2 ○ ○ ○

87 寄生虫学Ⅱ 3 2 ○ ○ ○

88 獣医公衆衛生学 3 1 ○ ○ ○

89 食品衛生学 3 2 ○ ○ ○

90 環境衛生学 3 1 ◎ ◎

91 食品科学 2 1 ○ ○ ○

92 人獣共通感染症学Ⅰ 3 1 ○ ○ ○

93 人獣共通感染症学Ⅱ 3 1 ◎ ◎

94 獣医疫学 4 1 ○ ○ ○

No
科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数

DP1 DP2

幅広い教養と汎用的技能 専門的な知識・技能

動物医療に関する基礎
知識を持ち、適切に実
践できる。

畜産資源に関する基礎知識
を持ち、その安定供給と安
全性確保に資することがで
きる。

獣医学を基礎とした動物生命科学研究を実践
するための探究心を持ち、社会の中で協力
し、問題解決を行うことができる。

一
般
教
養
教
育
科
目

人
文
・
社
会
科
学
系

備考

豊かな人間性と獣医師とし
ての正しい倫理観を持ち、
行動規範に従い職務を遂行
できる。

国際社会と地域社
会に貢献できる。

動物生命科学に関する
基礎知識を持ち、その
研究を遂行できる。

自
然
科
学
系

人や動物の感染症に関する
基礎知識を持ち、その制圧
に寄与できる。

外
国
語

科
目

総
合
教

養
系

体
育
・

健
康
科

目

初
期
教
育
科
目

基
礎
教
育
科
目

共
通
教
育
科
目

基礎生物学

基礎化学

基礎物理学

分子生物学

畜産科学

斉
一
教
育
科
目
（

基
礎
獣
医
系
科
目
）

斉
一
教
育
科
目
（

応
用
獣
医
系
科
目
）

作物・草地学

生物学実験

斉
一
教
育
科
目

（

導
入
科
目
）

獣医倫理学

獣医法規

動物福祉学

データサイエンス技術基礎

データサイエンス技術統計

◎：DPの達成に大いに貢献する

○：DPの達成に貢献する
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95 獣医微生物学実習Ａ 2 1 ○ ○ ○

96 獣医微生物学実習Ｂ 3 1 ○ ○ ○

97 獣医病理学実習 3 2 ○ ○ ○

98 寄生虫学実習 3 1 ○ ○ ○

99 獣医公衆衛生学実習Ⅰ 3 1 ○ ○ ○ ○

100 獣医公衆衛生学実習Ⅱ 4 1 ○ ○ ○ ○

101 食肉衛生検査学実習 5 1 ○ ○ ○

102 薬理毒性学実習 3 1 ○

103 動物衛生学実習 3 1 ○ ○ ○

104 動物感染症総合実習Ａ 4 1 ○ ○ ○

105 動物感染症総合実習Ｂ 5 1 ◎ ◎

106 食品加工学実習 2 1 ○ ○ ◎

107 獣医臨床栄養学 2 1 ○ ◎ ◎ ◎ ◎

108 臨床獣医学総論 3 1 ◎ ◎

109 獣医放射線学 3 1 ○ ○

110 獣医臨床病理学Ⅰ 4 1 ◎ ◎

111 獣医臨床病理学Ⅱ 4 1 ○ ○

112 獣医手術学 3 1 ○ ○

113 獣医麻酔学 3 1 ○ ○

114 獣医画像診断学Ⅰ 3 1 ◎ ◎

115 獣医画像診断学Ⅱ 3 1 ◎

116 獣医繁殖学 4 2 ○ ○

117 獣医皮膚病学 4 1 ○ ○

118 獣医消化器病学Ａ 4 1 ◎

119 獣医消化器病学Ｂ 4 1 ◎

120 獣医腎泌尿器病学 4 1 ◎ ◎

121 獣医内分泌・代謝病学 4 1 ○ ○

122 獣医呼吸器・循環器病学 3 2 ◎ ◎

123 獣医神経・感覚器病学 4 2 ○ ○

124 臨床動物行動学 4 1 ◎ ◎

125 獣医血液病学 4 1 ◎ ◎

126 獣医運動器病学 4 1 ○ ○

127 獣医臨床腫瘍学 4 1 ○ ○

128 野生動物学 4 1 ◎ ◎

129 牛診療学Ⅰ 4 1 ◎ ◎

130 牛診療学Ⅱ 4 1 ○ ○

131 馬診療学 4 1 ○ ○

132 豚診療学 4 1 ◎ ◎

133 獣医予防管理学 4 2 ○ ◎ ◎ ◎ ◎

134 獣医臨床基礎実習 3 1 ○ ○

135 伴侶動物診断治療学実習Ａ 4 1 ◎

136 伴侶動物診断治療学実習Ｂ 4 1 ◎

137 伴侶動物麻酔・手術学実習Ⅰ 4 1 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

138 伴侶動物麻酔・手術学実習Ⅱ 4 1 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

139 産業動物診断治療学実習 4 1 ○ ○

140 獣医繁殖学実習 4 1 ○ ○

141 伴侶動物総合臨床実習 5・6 11 ○ ○

142 産業動物総合臨床実習 5・6 6 ○ ○

143 夜間・救急病院総合臨床実習 5・6 2 ○ ○

144 病理臨床解剖学実習 5・6 1 ○ ○

145 専攻演習 4 2 ○ ◎

146 卒業論文 5・6 4 ○ ◎

147 獣医学特別研修 1・2・3・4・5・6 1 ○ ◎

148 国際獣医学特別研修Ａ 1・2・3・4・5・6 1 ◎ ◎

149 国際獣医学特別研修Ｂ 1・2・3・4・5・6 2 ◎ ◎

150 国際獣医学特別研修Ｃ 1・2・3・4・5・6 4 ◎ ◎

151 国際獣医学特別研修Ｄ 1・2・3・4・5・6 8 ◎ ◎

152 先進基礎獣医学演習 5・6 4 ○ ◎

153 先進応用獣医学演習 5・6 4 ○ ◎

154 先進臨床獣医学演習 5・6 4 ○ ◎

155 アドバンス実習Ａ 5 2 ○ ◎

156 アドバンス実習Ｂ 5 2 ○ ◎

157 アドバンス実習Ｃ 6 2 ○ ◎

158 バイオ情報処理技術 4 1 ○ ○ ○

159 バイオ情報処理技術演習 4 1 ○ ○ ○

160 獣医国際感染症学 1・2・3・4・5・6 1 ○ ○

161 熱帯獣医学Ⅰ 1・2・3・4・5・6 1 ○ ○

162 熱帯獣医学Ⅱ 1・2・3・4・5・6 1 ○ ○

163 熱帯獣医学Ⅲ 1・2・3・4・5・6 1 ○ ○

164 熱帯獣医学Ⅳ 1・2・3・4・5・6 1 ○ ○

165 法獣医学 4・5 1 ○ ○ ○ ◎
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